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■■  ははじじめめにに  
カーボンニュートラル実現に向けた取り組みが全産業で

活発化しているなか、将来、石油消費量が減少すると予想
されている。それに伴い道路の舗装材料として約124万ｔ/
年（2023年）もの量が使われている石油アスファルトが減産
となるため、安定供給が困難となった場合には、その代替
材料が必要となる。 
この様な背景から、アスファルト舗装に係わる企業・団体

でも、石油代替として植物由来の素材を用いた材料の開
発が進められている。ただし、植物由来の素材は、様々な
産業で注目されており、使用数量の確保が課題となること
も予想される。  
そこで、アスファルト混合物の再生骨材に含まれる旧ア

スファルトを有効活用でき、新アスファルトの添加量が少な
くなる再生アスファルト混合物に着目して材料開発を行っ
た。再生アスファルト混合物に加える新アスファルトおよび
再生用添加剤を植物由来の素材とすることで、新たに加え
る石油由来の材料を代替できる（図－１）。 
本稿では、再生混合物への適用を目指して開発した植

物由来素材の石油アスファルト代替バインダを紹介する。 
 

■■  活活動動内内容容  
１．植物由来バインダの開発 
植物由来のバインダは、植物系樹脂、植物系オイル、ポ

リマー、その他添加剤で構成されており、バイオマス度は
約90％である。なお、植物系材料は、紫外線の影響を受
け、石油系材料と比べて変質しやすいといわれているため、
影響を受けにくい材料を選定した。 

 
２．再生混合物の性能 
植物由来のバインダを使用した再生混合物（以下、植物

系再生混合物）の混合物性能を表－１に示す。試験項目
は、舗装の耐流動性（わだち掘れ抵抗性）を評価するホイ
ールトラッキング試験、疲労抵抗性（疲労ひび割れ抵抗性）
を評価する繰返し曲げ試験、耐水性を評価する水浸ホイ
ールトラッキング試験とした。試験の結果、従来のポリマー
改質アスファルトⅡ型（以下、改質Ⅱ型）混合物と同等以上
の性能を有することが確認された。 

 
３．今後の展開 
開発した植物由来のバインダは、コストの課題はあるも

のの、舗装用アスファルトの代替が可能であり、CO2排出

量の削減にも寄与できる等のメリットも多い。参考文献1) ,2)

に基づき、アスファルト合材工場における合材800t製造時
のCO2排出量を試算した結果を図－２に示す。本材料を
使用することで従来の改質Ⅱ型混合物の約46％、再生改
質Ⅱ型混合物の約39％のCO2を削減できる。 
今後は、植物系再生混合物の試験施工を実施し、実際

の供用性を確認することにより妥当性を検証していく。  

■■  関関連連情情報報等等  
藤川ら、植物由来のバインダを使用した再生混合物の検
討，第29回舗装工学講演会，PL2024-040，2024. 
参考文献 

1) 新堀ら、舗装の脱炭素化に向けたLCCO2算定の
研究－非石油由来バインダを用いた舗装の算定例
－，第29回舗装工学講演会，PL2024-019，2024. 

2) 日本道路協会，舗装の環境負荷低減に関する算定
ガイドブック，2014 
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図－２ 各混合物の CO2排出量試算結果 

表－１ 植物系再生混合物の混合物性能  
植物系

再生混合物
改質Ⅱ型
混合物

耐流動性 動的安定度 回/mm 6,300以上 5,730

疲労抵抗性
疲労破壊回数
（20℃, 400µ , 5Hz）

回 357,585 63,109

耐水性 剥離率 ％ 0 0

項目

図－１ 各混合物の構成  

 

   

代表発表者 伊伊原原  岳岳宏宏（（いいははらら  たたけけひひろろ）） 
所  属 国国土土交交通通省省  国国土土技技術術政政策策総総合合研研究究所所  

道道路路交交通通研研究究部部  道道路路研研究究室室  

問合せ先 〒〒330055--00880044  茨茨城城県県つつくくばば市市旭旭１１番番地地  
  TTEELL：：002299--886644--44447722  
 

■■キキーーワワーードド：： （1）道路データプラットフォーム 
 （2）xRoad 
 （3）DX 
■■共共同同研研究究者者：：土肥 学* 

尾崎 悠太* 

瀧本 真理* 

関谷 浩孝** 

 

* 国土交通省 国土技術政策総合研究所 
道路交通研究部 道路研究室 

** 国土交通省 国土技術政策総合研究所 
道路交通研究部 

■■  ははじじめめにに  
国土交通省では、道路利用のサービスの質を高め、国

民生活や経済活動の生産性を向上させることなどを目指
し、「xROAD(クロスロード)」と称して道路管理・行政手続き
のDXを推進している。国総研ではxROADの一環として、
利用者がデータへアクセスする際にその所在や形式が
区々となっている課題を踏まえ、データ連携の基盤となる
道路データプラットフォーム（以下、「道路DPF」）を道路局
と協同して整備し、令和7年5月に一般公開した。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．道路データプラットフォームの狙い 
道路DPFは、道路関連のデータを円滑に利用できる環

境を一般に広く提供することで、道路関係の業務の効率化
のみならず、他分野も含めたデータ連携や民間の新技術
の開発・活用の促進を目的としている。利用者には後述の
データビューアにて活用イメージを掴んでもらい、個別ア
プリケーション等の高度な活用への展開を想定している。  

２．道路データプラットフォームの構成 
一般公開された道路DPFは、公開中のデータの概要や

閲覧可能なデータへのリンク等を掲載した「ポータルサイト」
とデータを一元的に閲覧・重畳できる地理情報システム
（GIS）である「データビューア」で構成されている（図1）。 
データビューアでは、令和7年10月現在、交通量（発着

交通量を含む）、旅行速度（ETC2.0）、道路構造物の点検
結果、デジタル道路地図（DRM）等が表示可能である。 
３．道路データプラットフォームの整備効果 
１）データのリアルタイム性の向上 
道路DPFと一般的なデータカタログとの違いとして、リ

アルタイムに更新されるデータベースとの連携が挙げら
れる。交通量（5分間値）では概ね25分前の情報を参照
でき、新鮮な情報による道路管理の高度化が期待できる。 
２）分野を超えたデータの組み合わせ（作成・可視化） 
多様なデータを場面に応じて重畳することにより、幅

広い分析・情報発信が可能となる他、データビューアで
は任意のデータ（GeoJSONファイル）も取り込み可能であ
り、分野を超えたデータ連携・活用が期待できる（図2上）。 
３）多様な利用者への対応（個別アプリケーション開発） 
道路DPFではAPIの仕様を公開しており、API連携に

よる目的に応じた個別アプリケーションの開発が可能で
ある。公開可能なデータのオープン化により、利用者が
必要な情報を得やすい環境を構築している（図2下）。 

 
図１ 道路データプラットフォームの構成イメージ 

 

図 2 道路データプラットフォームの活用イメージ[1] 

■■  関関連連情情報報等等  
道路データプラットフォーム ポータルサイト 
URL：https://www.xroad.mlit.go.jp/ 
道路データプラットフォーム データビューア 
URL：https://view.xroad.mlit.go.jp/ 
 

■■  参参考考文文献献  
[1] 第7回 ICTを活用した新道路交通調査体系検討会
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